
　 年、スマートハウス化が進み、資源や労働の減少により時
間の余裕が生まれる。人口減少で不要となった住宅ストックは自
然に戻される。都市はコンパクト化し、果樹園やハーブ畑、野菜
畑などを兼ね備えた自然公園が多く存在し、コミュニティの自給
自足が可能となる。人々は、ノマド（遊牧）的に、時間・空間・
自然をうまく利用し、農村・漁村での交流活動も活発になる。余
暇には、ノマドシートを持ち外出、テントや日よけ・敷物として
利用し、屋外で過ごす。人工光合成により酸素を発生させ、光・
風や雨などの自然気象のわずかな動きをも感知してエネルギーに
変えるノマドシートと、それを貯める軽量小型の蓄電池により、
エネルギーは消費するものから、作り出す楽しみとなる。エネル
ギーは自宅や会社で利用、或いはコミュニティに寄付することに
より、災害時にも役立つ。高齢者や子ども達でも簡単に使用で
き、心豊かな共有的自給自足へと時代は向かう。

　●　野本秋音さん　東京都渋谷区　・　８歳　・　小学３年
あ き ね

　　　平田和久姫さん　神戸市須磨区　・　歳　・　中学２年
か ぐ や

　私たちが考える「未来のあたりまえ」は家族が全員そ
ろって１つの家にくらす事です。現在では、親と子とい
う形でくらしている家庭がほとんどだと思います。それ
を祖父母、親、子そして、親せきもふくめて１つの家に
くらすことによって、たがいの様子をいつでも確認でき
ます。しかし、多人数のくらす家となると、とても大き
な家が必要です。でも、それもたくさんの人がいれば、
みんなでお金を出し合うことができるので負担が少なく
なります。そして一番の利点は、家族の仲を深めること
ができることです。仲を深めることによって協力するこ
との大切さや素晴らしさを知ることができ、社会での輪
を広げることにつながり、私たちはとても良いことだと
思います。

●　梶田明子さん　東京都世田谷区　・　９歳　・　小学４年
　生物の特性を学べて楽しめるネイチャーランド。クモ
の糸を使って作られたアスレチック。横糸にさらわれな
いようにクリアしないといけません。カタツムリに乗っ
て、壁をお散歩できるコース。はこふぐ型のゴーカー
ト。他の形の物より早く進めることを実感できます。飛
び魚の水上スキーは、飛距離も十分でスリル満点です。
アメンボの水上散歩は沈まないだけでなく、甘い香りも
します。カマキリメガネをかけて、後ろを見て当てるカ
マキリのあてっこゲーム。実際に、その生き物になっ
て、本を読むだけだった特性を実感できる遊園地です。
最後に蝶のグラデーションドレスで、虫が苦手な女子の
心もしっかりキャッチします。
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　日本での生活を楽しむことが、オートマチックに世界の
環境を改善することにつながる、そんなライフスタイルの
構築が求められています。その方法として、「ハーフメイ
ドものづくり」を提案します。
　成熟社会としての傾向を見せつつある現代の日本では、
個々人のニーズが多様化し、もの（製品）への要求も千差
万別になりつつあります。このまま、多くの人のニーズを
満たすようにオーバースペック気味に設定された大量生産
品を提供し続けることは、非常にムダが多く、環境負荷も
高くなります。
　そこで、製品を最低限の機能を付加した半完成品（ハー
フメイド）の状態でとどめておき、残りはユーザーである
購入者が、自分のニーズにマッチした形へとつくりあげて
いく、そのようなメーカーとユーザーの関係性を構築しま
す。ユーザーは、残りの部分を楽しみながらつくり、世界
に一つしかないオリジナルなものを獲得します。
　個人が欲しいものをメーカーやコミュニティとネットワ
ークしながら形づくっていく、その楽しさ自体が環境負荷
を低減することになります。この好循環な生活様式を「ジ
ャパン　ライフスタイル」として確立させ、ハーフメイド
製品はもちろん、ライフスタイルそのものを世界へ輸出し
ていくことで、グローバルな環境改善をめざします。

一級河川多摩川の流下水量は、１日あ
たり約 万立方メートル。
全国１万 本の河川にこの数値を単
純掛算すると、１日あたり約 億立
方メートルの水が放流されていまし
た。
この自然エネルギーを有効利用する
水流発電チューブ を各河川に設け、
豊富な電力を河畔ゾーンに低価格で供
給することが可能になり 住宅 工場
研究所 ベルト地帯が発展しました
　
工場・研究所は「沿線住宅街に役立つ
ものを１年に一つ以上発明する」と電

気代はただになります。
いままでに人々の健康に配慮した発明
は研究者・住民とのアイデアで
・ジョギング・サイクリング道路電動
アシスト自転車・車椅子レンタル
・レジャー用電気モーターボート
・外来魚発見、電動捕獲ロボット
・電気湯沸露天風呂、温水プール
等があり、沿線住民は河川が生み出す
無限なエネルギーの利用から生まれる
サービスを享受しながら「工場・研究
施設」の方々と共同で新しいアイデア
を毎日のように楽しんで提案していま
す。

　

●　コリンズ来和さん　横浜市神奈川区・７歳・小学２年
ら な

　おうちのまわりに自然がいっぱい。木の上に器があっ
て、水がたまっている。空には鳥がとんでいる。すず
め。ぞうさんの上にひよこがのっている。自然の水が出
てくる水道。庭に畑があって、買いに行く必要がない。
トマトがとれた。トマト畑からカゴに入れて運ぶ。にん
じん畑。海が遠くに見えて。空が沢山あって、雨が降
る。野菜が育つ。リンゴがなる不思議な木。夏じゃない
のに桃がある。青空。雨が降らない時にも水を使える。
お家の人が畑に行く。拾ったうさぎを飼っている。お金
はかからない。空でないところでも雨が降る不思議なま
ち。ぞうさんが絵を描く。絵の具。そしてサルが遊びに
くる。バナナもある。ナシ、イチゴ…。スイカ畑。暑い
ときに家に屋根ができる。風は通る。水は通らない。い
つも自転車で移動→高級なお家 いいなといわれている

　●　阿部桃子さん　横浜市旭区　・　９歳　・　小学４年
　交通量の多い道路などに、発電できるシステムが埋め
込まれていて、クルマが通っただけ、人が歩いただけ、
犬が通っただけでも発電。
　街の中に普通に風車があって、川は流れるだけで水力
発電もできる。
　雨水をところどころに貯める場所があって川に戻った
り、花や木に水をあげたり飲める。
　できた電気は、その町の人たちで使う。

　

　●　山下紗佳さん　東京都町田市　・　歳　・　中学１年
さ や か

　通勤・通学での自動車利用によって出される排気ガス
は多量であり、渋滞が起こればなおさら深刻である。
　 年には駅と学校・企業が連携して、自転車を貸し
出すのがいいと思う。不法投棄された自転車、ゴミ処理
場に送られた自転車、家庭で不要になった自転車を回収
し、専用のステッカーを貼って利用する。駅、企業、学
校の周辺に貸し出すための自転車専用の駐車場をつく
り、管理する。
　しかし目的地まで行った自転車をどうやって駅に戻す
のか。また、体が不自由で自転車を利用できない方はど
うするか。排気ガスを出さない電気バスや路面電車で解
決する。壁には折りたたみ式の座席を取り付ける。ま
た、出入り口は広くし、スロープを用意する。そうすれ
ば、体の不自由な方や車椅子の方でも利用できる。さら
に、電気バスや路面電車を回送する際、同時に貸し出し
用自転車を運ぶことができるのである。
　この取り組みによって自転車ゴミを減らし、大気汚染
をなくすことにも役立つ それだけでなく 買い物難民を
減らすことや 就業が困難な方の仕事をつくることもで
きる。また、自分の力で自転車をこげばリフレッシュ効
果も期待でき 健康な社会をつくることができるだろう
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●村井陽介さん川崎市中原区・歳・会社員
積水インテグレーテッドリサーチ賞

●小林進さん川崎市多摩区・歳・一級建築士
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日本リファイン資源循環ネイチャー賞
●水谷清乃さん大阪市中央区・建築設計事務所経営

「
ノ
マ
ド
シ
ー
ト
を
持
っ
て
出
か
け
よ
う
。
」

花王　こころつながるくらし賞
●黒川綾子さん名古屋市西区・歳・企画会社経営
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　●　首藤敦志さん　愛媛県東温市　・　歳　・　中学１年
　僕は、雨を利用して水車を回しエネルギーを得たり、地下に貯水庫を作っ
たり、家の壁を水が回るようにして涼しくしたり、噴水でキラキラ光った
り、小川が流れたり、スプリンクラーで稲に自動的に水やりができたりす
る、ワクワクした家に住もうと思います。
　家のまわりに水があるととても涼しいです。僕の家の回りは田んぼなので
夏でも冷房が入りません。
　また、壁や床にワラをたくさん敷きます。僕の家には、真冬でもサツマイ
モが腐らないよう貯蔵庫にワラをたくさんいれます。じいちゃんは、ワラほ
ど断熱作用があるものはないとい
っています。
　電気は、ソーラーパネルと足を
きたえながら発電するマシンで蓄
電池に蓄えます。
　もちろん機械は故障もするの
で、僕は故障を直したり、改良し
たりできるように、大人になって
も本を読んだりして 理科の勉強
をし続けます

「モノより思い出」もいいけ
ど、「モノの思い出」が受け
継がれていく社会も素敵だと
思う。
モノにＰｉっとすると、色ん
な思い出、ストーリーが映し
出される。
　
年のとある日曜日。

来月に結婚を控えた結衣は、
母から譲り受けた指輪の「思
い出」を見ていた。
ウェディングドレスをうっと
り見つめる女性。『あっ、お
ばぁちゃん』
年前の祖母の結婚式の映像

が映し出された。
　
末っ子の卓也とパパ、ジジの
男三人は、リビングにいた。
卓也が、椅子にＰｉ。
「健司、宿題は終わったの。
お父さんも片付けしてくださ
いね」と台所から声がする。
「パパ、僕と同じこと言われ
てるじゃん、ジジも」と卓
也。苦笑いするパパとジジ。
別のダイヤルに合わせると、
頑固そうな職人が丸太を切っ
ていた。会ったことのないご
先祖様が旅行先で一目惚れし
た椅子だとわかった。

作り手の思い
に、使い手も応
える。丁寧に扱
い、素敵な思い
出が受け継がれ
ていく。
そんな素敵な未
来にしたい。

　 年、ｉＰＳ細胞
など医療技術の大進歩
により、平均寿命が女
性 歳、男性 歳の
時代となった。 歳定
年はなくなり、 歳程
度まで仕事をするのは
普通となった。これを
実現するために、政府
は世界に先駆けて 歳
から 歳までの２年
間、自分の好きな分野の教育を受けら
れる「折り返し年齢リフレッシュ教育
制度」を導入した。 歳までを前半ワ
ーク、 歳から後半ワークと呼ばれ
る。
　ただし、 歳以降の仕事は、気楽
に、自分の好きな分野で、健康に役立
ち、それまでの経験と知恵が役にたつ
ことで、若者たちの仕事の良きアドバ
イザーとなることが原則だ。特に今ま
での仕事と異なる分野や資格を学ぶの
が奨励され、文系が医療介護やＩＴ関
係の仕事を考えたり、エンジニアは経
営や芸術、工芸など、人生の多彩化、
多能化を目指す様々な講座が用意され
た。国が授業料を全額負担し、生活費

は政府、企業、年金制度が保障する。
　もちろん夏休みなどもある。この時
期は旅行、電子出版、ボランティア活
動などが、興隆を極めた。農業の仕事
はセンターからの指示で働くロボット
の仕事となり、田畑の横でのＣａｆｅ
で、お茶を飲みながら読書をして、自
分の田畑が耕されるのを見守って監督
している。二年の期間が終われば、元
の職場でもよいが、違う仕事、自営業
を開始することがお勧めだ。もっとも
大切なことは、若者たちとの協調・共
生である。だから私なんか、今年、娘
と同じ大学院へ入学し、机を並べて勉
強している。まだまだ学ぶことはたく
さんある。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ７月１日 月曜日 　　


